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※ ペンネーム：めいみ 

≪新年のごあいさつ≫ 

 

明るい年を皆さんと 

伊深まちづくり協議会 会長 小林喜典 

 

新年明けましておめでとうございます。 

まちづくり協議会のいろんな活動に対して、町民の皆さんにはご理解と 

ご協力をたまわり厚くお礼申し上げます。 

令和 6 年は 1 月 1 日に石川県能登半島を震源とするＭ７．６の地震が発生しました。大勢の方

が亡くなられ、また、航空機の衝突と不安な年明けとなりました。被災されました方々には心からお

見舞い申し上げます。 

 

まちづくりでは、毎年開催している凧揚げ大会、いぶカフェ３周年記念でマルシェ開催、軽トラ

市場、いぶいぶひろばでの野外コンサート。また学童 OB・ＯＧとごはん研究会で調理した「こども

食堂」も大盛況でした。 

５月には、旧櫻井邸で県産、伊深産の木を使い、皿やお椀などを作る工房（伊深でカルチャ

ー）＝ＩＢＵＣＡＬ（イブカル）がオープン。 

ごはん研究会はイベントがある毎に食べ物を提供。また伊深食堂として「朴葉もち」「にんじんご

飯」「朴葉すし」と郷土料理も人気です。 

９月には「お月見コンサート」を開催。 

11 月には市制７０周年記念市民企画事業として『伊深の歴史を振り返る』講演会とパネル展示

を開催。７０年前、市制誕生祝賀行事が行われ、旧伊深村では、正眼寺に保管してあった旧佐

藤家の甲冑を若者が身に着け、太田・中山道で武者行列を行い口上には「古きを訪ね、新しきを

知る」の言葉が記されており、あらためて地域の歴史を振り返り、次世代へ伝えたいという思いのも

と開催しました。また伊深には江戸時代、年貢の減免と農民の救済策を江戸幕府に直訴し、３２

名が打ち首、追放の刑にあった『伊深義民』という過去があります。その歴史についての講演と、

これを題材にした創作オペラ『天和の風』（平成２９年岐阜県民文化祭・ぎふ文化の祭典にて上

演）の DVD 観賞を行いました。パネル展示では、７０年前の伊深風景や生活の写真、資料のほ

か、関市甲冑製作同好会の協力で甲冑展示も行いました。 

１２月３０日には、募集した２７人が参加し「年越しそば」を 

打ちました。 

まちづくり協議会は伊深のほとんどの団体の集まりです。 

一部の人がやるわけではありません。皆さんといっしょにな 

って住みよい伊深を作っていきましょう。 

令和７年は明るい年にしたいですね。 

どうぞ本年もよろしくお願いいたします。 
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●1 月・２月に以下の事業を実施する予定で進める（一部協力する）ことにしました。 

   ・１月１８日 みのかも里山なりわい塾（担当：市まちづくり課） 

・２月２日 凧あげ大会（ぜんざいのふるまい有り） 

・２月８日 視察研修会（美濃市：手すき和紙工房） 

 

 

 

  

ほくぶ保育園での開催に続き１１月２６日（火）に下町おやじの会等のメンバーが 

伊深小学校でも焼き芋大会を開催しました。ドラム缶で作った窯を２台に増やし、 

全校児童と先生方に焼き芋を味わってもらいました。 

低学年から順に食べてもらい、２年生の児童は「小学校で食べる焼き 

芋は２回目なので来年も食べたいな」と言い、１年生の児童は「保育園で 

食べたけど、小学校でも食べられるとは思っていなかったので嬉しい」と 

言ってくれました。また、低学年の児童の中には「１年に１回しかないの 

で、もっとあってもいいな」とか、「大きすぎて食べきれなかったので、残 

りは家で美味しく食べたい」と話してくれました。当協議会が継続してい 

る事業が、児童たちの記憶にしっかりと刻まれている事や、楽しみにし 

てくれていることがわかって、とっても 

嬉しかったです。ありがとう！！ 
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  ※ ご意見・お問い合わせもこちらまで 

今後の予定 

報告 楽しみにしてくれてありがとう！ 
伊深小5年生の稲刈り＆お米の学習をお

手伝い！ 

 
昨年に続き、子ども育成会のクリスマス会に当協議会からえんねパンをプレゼントしました。 

えんねパンはクリスマス会の前日（１２月１４日）に交流センターで、伊深ごはん研究会のメンバ

ー４人と、児童４人（６年・４年・３年）と、保護者３人により４台を焼き上げました。また、焼き上がる

までの時間を利用して、さつま芋の「鬼まん」と、にんじんごはんの「おにぎり」も作りました。 

皆で協力して美味しそうなえんねパンが焼き上がり、クリスマス会に提供できて良かったです。 

 
報告 子ども育成会のクリスマス会にえんねパンをプレゼント 


